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黒川行治教授は2018年 3 月31日をもって定年を迎えられ，慶應義塾大学商学部を退任されまし
た。商学会ではこれを記念して『三田商学研究』61巻 1 号を黒川行治教授退任記念号として刊行
する運びとなりました。この機会に黒川教授のご功績をあらためてご紹介し，商学会および商学
部を代表してご挨拶申し上げます。
黒川教授は，1975年 3 月に慶應義塾大学工学部をご卒業後，同大学院工学研究科に進学され，

博士課程在籍中の1979年 4 月に商学部助手に就任されました。その後，1983年 4 月に助教授，
1992年 4 月に教授に昇進され，2018年 3 月に定年退職されるまで39年の長きにわたり，商学部な
らびに慶應義塾の発展に力を尽くしてこられました。また，1999年には本塾大学より博士（商
学）の学位を授与されています。
黒川教授は，会計学の中でもとくに財務会計論，会計情報論，経営分析論，公共会計論といっ

た分野の研究に長年にわたり従事され，数多くの優れた業績をあげてこられました。それらがい
かに質の高いご研究であったかは，数々の受賞歴からも窺い知ることができます。
たとえば，1998年には論文「経営分析からみた連結財務諸表の論点」で日本経営分析学会賞を，

同じく1998年に論文「企業結合とのれんの会計の検討」で日本会計研究学会賞を受賞され，さら
に1999年にはご著書『合併会計選択論』に対して義塾賞が，2000年にはご著書『合併会計選択
論』に対して日本公認会計士協会の学術賞が授与されました。
それだけでなく，日本ディスクロージャー研究学会会長，日本経営分析学会副会長，日本会計

研究学会評議員を歴任されるなど，まさに学界をリードする研究者として活躍されてきました。
教育の面では，「会計情報論」や「公共会計論」等の授業を担当されたほか，研究会における

熱心な指導を通して，多くの優れた人材を社会に送り出してこられました。その一方で，商学部
学習指導主任，教職課程センター学習指導副主任，商学研究科学習指導委員，商学部会計研究室
の室長を務められるなど，大学運営の上でも大きな貢献をされてきました。
塾外においては，金融庁の企業会計審議会の委員，国土交通省の道路資産評価・会計基準検討

会の委員長，財務省の財政制度等審議会財政制度分科会の委員兼法制・公会計部会の部会長，地
球産業文化研究所の京都メカニズム促進のための会計・税務論点調査委員会の委員長，企業会計
基準委員会の排出権取引専門委員会の委員，公認会計士試験の試験委員，産業経理協会の理事長
など数々の要職を務められ，社会貢献の面でも多くの実績を残されました。
このように，研究，教育，社会貢献，大学運営の各方面に多大な貢献をされたことから，商学

部では，黒川教授のこれまでのご功績を称えるべく，2017年12月の教授会で名誉教授に推薦する
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ことを満場一致で決定いたしました。黒川教授には学部を代表して，これまでのご尽力に心から
感謝申し上げます。
定年制度のためとはいえ，黒川教授が今年の 3月末をもって商学部を退任されたのは，私ども

にとって大変残念なことですが，黒川教授にはご退職されました後もご健康に留意され，なお一
層のご活躍をされますことをお祈りしております。そして今後も私たち後進を引き続きお導きく
ださいますようお願い申し上げまして，本記念号刊行のご挨拶といたします。

　2018年 4 月

 商学部長　榊　原　研　互


